
日本地震工学会 

 津波等の突発大災害からの避難における諸課題に対する

工学的検討手法およびその活用に関する研究委員会 

報告会 開催案内 

 

開催趣旨：津波等の突発大災害からの避難における諸課題に対する工学的検討手法およびその活用に関

する研究委員会は 2016 年度に発足し 2018 年 3 月で終了しました。その成果を学会内外に報告して議

論いただき、成果の普及と発展的継承を図るため報告会を開催します。 

 

日 時：2018 年 10 月 23 日（火） 13:30～15:00   

会 場：日本建築会館（東京都港区芝 5-26-20） 301、302 会議室 

対 象：津波等の突発災害からの避難に関心のある研究者、技術者、学生 

 

参加費：無料 

定員：40 名（申込先着順） 

配布資料：研究委員会の報告書 

申込方法：別紙の申込書に記入の上、メールか FAX でお申込み願います。 

申込み・問合せ先：日本地震工学会事務局  

  〒108-0014 東京都港区芝 5-26-20 建築会館内  

  電話 03-5730-2831、Fax 03-5730-2830  

  電子メール：office@general.jaee.gr.jp 

 

プログラム 

司会 山本一敏（テクニカルリンク） 

1. 開会                                     

2. 活動の概要                  甲斐芳郎（高知工科大学） 

3. 中土佐町における活動             佐藤誠一（日本工営）、有川太郎（中央大学） 

4. 宮城県七ヶ浜町、多賀城市の調査        後藤洋三（開発虎ノ門コンサルタント） 

5. 文献整理                   仲村成貴（日本大学） 

6. 今後の課題                  仲村成貴（日本大学） 

7. 質疑応答                                     

8. 閉会  

以 上                   

                  


